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　作：藤井　克徳
　
障害をテーマに紡ぎ編みあげた
権利の衣世界をくるむ
批准みず逝きし先達彼の地から
　いい線いってるでもこれからだ
締結の前と後との暮らしぶり
　転機にせねば ２０１４年
条約の値打ち上げるも上げざるも
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恥をかかせないで

２００６年12月13日、それはわたしの誕生日。

生まれたところは、ニューヨークの国連議場だった。

ようやくあこがれの日本にたどりついた。

思わず小さなガッツポーズをつくってしまった。

わたしをどんなふうに迎え入れてくれるのか、楽しみだ。

日本の憲法は、条約を守るとうたっている。

一般の法律の上座に座れそうだ。

すごい力持ちになれそう。

正直いうと上座なんかどうでもよく、威張りたくもない。

とにかく思いっきり働かせてほしい。

そうすれば変るにちがいない。

障害のある人のくらしぶりが、社会の土台が、人の心だって。

わたしは夢をみるのが大好き。

ガラガラと障壁がくずれていく。
空気が抜けるように差別が縮んでいく。

まち全体が笑い始め、ゆったりとしてくる。

夢からさめたとたんに不安がにじり寄ってきた。

日本には条約を軽くみる風潮が根強い。

守られていない人権条約は今もいっぱい。

いっぱいの中の一つになってしまうのか。

わたしは負けない。

たくさんの、「がんばって！」のつぶやきが聴こえるから。

わたし自身が自信を失いたくないから。

日本のみなさん、わたしに恥をかかせないで。

障害者権利条約に恥をかかせないで。
